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この1年こんなことが�
ありました�
この1年こんなことが�
ありました�

　２月２５日、新見公立短期大学幼児教育学科の表現

発表会「にいみこどもフェスタ２００６」が、まなび広

場にいみで開催されました。学生による楽しい劇や

ダンスに、子どもたちは大喜びしていました。

にいみこどもフェスタ

　３月２５日、おおさ総合センターで人権啓発講演会

が開催されました。漫才師の 島  田  洋  七 さんによる幼
しま だ よう しち

少の頃の生活や、個性的な祖母の話しに、会場から

は笑いが絶えませんでした。

人権啓発講演会

　１月１５日、まなび広場にいみで「男女共同参画フ

ォーラム」が開かれました。 内  野  淳子 岡山県副知事
うち の じゅんこ

と、落語家の 桂文喬 さんによる講演などが行われ、
かつらぶんきょう

訪れた人たちは聞き入っていました。

男女共同参画フォーラム

　１月２日、合併後初めての成人式がまなび広場に

いみで開かれ、３３９人が参加しました。新成人たち

は華やかな振り袖やスーツに身を包み、大人として

の決意を新たにしていました。

新見市成人式 1 月
JAN

1 月
JAN

2 月
FEB

3 月
MAR

師走の声が聞かれるようになり、今年もあと１か月を切りました。
この１年間を振り返ると、新見市でもさまざまなことがありました。
その中から主なニュースを紹介します。

今年今年 をを 振り返振 り 返 ってっ て
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6 月
JUN

　６月４日、新見ピオーネ球場で「新見市ソフトボ

ールフェスティバル」が開催されました。参加した

子どもたちは、アテネオリンピックに出場した 伊  藤 
い とう

 良  恵 内野手と 坂  井  寛  子 投手から指導を受けました。
かず え さか い ひろ こ

ソフトボールフェスティバル

　７月１１日～８月２７日まで、新見美術館で夏季特別

展「ヒサクニヒコ恐竜原画と恐竜の化石展」が開催

されました。恐竜研究家のヒサクニヒコ氏の恐竜原

画、化石や骨格模型などが多数展示されました。

　６月３日、まなび広場にいみで、シンポジウム「語

ろう　新見の未来」が開催されました。パネルディ

スカッションでは、ラストワンマイル事業をテーマ

に、まちづくり、地域おこし、子育て、医療、福祉

などの意見が出されました。

シンポジウム
「語ろう新見の未来」

　６月４日、本郷小学校で「哲多ふるさとすずらん

まつり」が開催され、大勢の家族連れでにぎわいま

した。地元中学生による銭太鼓やプロ歌手の歌謡シ

ョーなどのほか、新見北高によるすずらんの即売も

大人気でした。

哲多ふるさとすずらんまつり

　４月９日、哲多農村広場で新見市消防操法訓練大

会が開催されました。大会には２１チーム４６０人が出

場し、ポンプ車操法の部は神郷分団、小型ポンプ操

法の部では神郷分団Ａチームが優勝しました。

消防操法訓練大会

　５月３日、きらめき広場・哲西周辺と鯉が窪湿原

で「第１７回鯉が窪湿原まつり」が開催されました。会

場近くの田んぼでは、牛による農耕や、市無形文化

財の「太鼓田植え」が披露されました。

鯉が窪湿原まつり 4 月
APR

6 月
JUN

6 月
JUN

7
 
～8 月

JUL － A U G
新見美術館・ヒサクニヒコ
恐竜原画と恐竜の化石展

5 月
MAY
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　９月７日、まなび広場にいみでＮＨＫの歌謡番組

「ＢＳ日本のうた」の公開録画が行われました。新市

発足１周年を記念して行ったもので、地元の新見混

声合唱団もコーラスで出演しました。

ＢＳ日本のうた公開録画

　国土交通省が社会実験を実施していた中国自動車

道大佐サービスエリア内のＥＴＣ専用スマートイン

ターチェンジが、１０月１日から本格導入されました。

緊急医療の充実、地域産業の活性化などが期待され

ています。

大佐スマート
インターチェンジ本格導入

　中高齢者を対象とした「生き生き健康アップ支援

事業」が、８月２１日から１月２８日まで上市の「げん

き広場にいみ」で行われています。市民が運動習慣

を身につけることで、元気で豊かな生活を送ること

を目的に行うものです。

生き生き健康アップ支援事業

　９月２日・３日の両日、まなび広場にいみで「わ

くわく産業ランド２００６in新見」が開催されました。

ソフトバンク社長の 孫  正  義 氏らによる、ラストワン
そん まさ よし

マイル事業についての会談のほか、各企業が工夫を

凝らした展示や実演を行いました。

わくわく産業ランド

　８月５日、高尾の駅前通周辺で「新見ふるさとま

つり」が開催され、大勢の人でにぎわいました。夏

おどり連には１,０００人以上が参加し、企業や地域など

でそろいの法被や浴衣を着て踊りを楽しみました。

新見ふるさとまつり

　８月１８日、友好都市の中国河南省信陽市 河区か

ら児童訪日団員２０人が来日しました。市民歓迎会や

市内見学、学校訪問などが行われたほか、子どもた

ちはホームステイを通して日本文化を体験しました。

8 月
AUG

9 月
SEP

1 0 月
OCT

9 月
SEP

8～ 1 月
 A U G － J AN

8 月
AUG

中国信陽市 河区児童
訪日団来新

しんよう し　し　が　く
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　１０月２９日、おおさ総合センターで「第９回おおさ

風まつり」が開催されました。刑部小学校児童によ

る大佐源流太鼓やプロ歌手によるステージのほか、

特産品販売や健康チェックコーナーに多くの人が訪

れました。

おおさ風まつり

　１１月２４日、新見市のピオーネ大使を務める落語家

の桂三枝さんによる独演会が、まなび広場にいみで

開かれました。三枝さんの楽しいネタと絶妙な語り

口に、会場からは笑い声が絶えませんでした。

桂三枝のピオーネ寄席

　１０月２２日、神郷下神代の夢すき公園で、「第２０回神

郷ふるさと祭」が開催されました。神郷太鼓や、神

郷中学校生徒による創作ダンスなどが行われたほか、

長さ４５ｍのジャンボ巻き寿司が作られ、会場の人に

振る舞われました。

神郷ふるさと祭

　１０月２８日・２９日の両日、旧正田保育所跡地周辺で

「備中国新見庄まつり２００６」が開催されました。た

たら会場では、夜を徹して炉にふいごで風を送りな

がら、砂鉄や炭を入れる作業が行われました。

備中国新見庄まつり

　１０月２日、高尾に障害者地域活動支援センター

「ほほえみ広場にいみ」が開所しました。日常生活

支援、相談、地域交流活動による障害者等の自立お

よび社会参加の促進が期待されています。

ほほえみ広場にいみ開所

　１０月２１日、新見市法曽陶芸館（ 猪  風  来 美術館）で
い ふう らい

「秋の野焼き祭」が開催されました。造形家の猪風

来氏の指導のもと、参加者たちは、縄文土器や土偶、

イノシシのオブジェなどの野焼きに挑戦しました。

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

1 1 月
NOV

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

法曽陶芸館・秋の野焼き祭

 この 1 年 こん な こと が あ り ま し た
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の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
魅
力
あ

る
も
の
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
共
聴
組
合
な
ど
の

自
前
の
設
備
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ

れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
も
、
今
後

は
施
設
の
改
修
や
維
持
管
理
の
経

費
が
不
要
と
な
り
、
安
心
し
て
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
誰
も
が
テ
レ
ビ
に
映
る

機
会
が
生
じ
、
市
内
各
地
の
風
物

詩
や
、
地
域
の
人
々
が
映
像
で
流

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
へ
の

親
し
み
も
一
層
深
ま
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
広
い
市
域
が
テ
レ
ビ
の

画
面
を
通
し
て
身
近
な
も
の
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、
選
定
し
た
放
送
事
業
者

と
早
急
に
利
用
料
を
協
議
し
て
い

き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
や
す
い
料
金
に
設
定
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス
を

２０

開
始
す
る
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の
加
入

を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
放
送
事
業
者
を
、
�
吉
備

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、『
新
見
市
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
Ｉ
Ｒ
Ｕ
放
送

事
業
者
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員

会
（
委
員
長 
新
中
淑
弘
新
見
商
工

会
議
所
会
頭
）』
に
お
い
て
選
定
さ

れ
、
私
も
こ
れ
を
尊
重
し
、
決
定

し
た
も
の
で
す
。

　

�
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

現
在
高
梁
市
の
一
部
（
旧
高
梁
市
、

旧
有
漢
町
）
と
吉
備
中
央
町
の
一

部
（
旧
賀
陽
町
）
の
区
域
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
隣
接
す
る
本
市
へ
エ
リ
ア

を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
鮮
明
で

安
定
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

高
梁
市
等
と
同
じ
よ
う
に
独
自
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
、
市
議
会
の
中
継
は

も
と
よ
り
、
新
見
市
内
の
出
来
事

を
中
心
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
行
事
、

さ
ら
に
は
放
送
事
業
者
が
自
主
制

作
し
た
番
組
も
放
映
さ
れ
、
市
民

放 送 事 業 者 決 ま る

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
】

　
 
小  
割 　
　
 
守 
（
大
佐
田
治
部
）

こ 

わ
り 

ま
も
る

　
 
柳  
井 　
 
清  
志 
（
高
梁
市
）

や 

な
い 

き
よ 

し

　
 
永  
山 　
 
雄  
基 
（
新
見
）

な
が 
や
ま 

ゆ
う 

き

　
 
川  
上 　
 
裕  
加 
（
哲
多
町
成
松
）

か
わ 
か
み 

ゆ 

か

　
 
川  
上 　
 
仁  
志 
（
石
蟹
）

か
わ 
か
み 

ひ
と 

し

　
 
佐  
藤 　
 
仁  
志 
（
哲
多
町
矢
戸
）

さ 

と
う 

ひ
と 

し

　
 
佐  
藤 　
 
由  
加 
（
哲
多
町
矢
戸
）

さ 

と
う 

ゆ 

か

　
 
山  
本 　
 
忠  
良 
（
哲
多
町
大
野
）

や
ま 
も
と 

た
だ 
よ
し

　
 
妻  
木 　
 
和  
正 
（
西
方
）

つ 

ま
き 

か
ず 
ま
さ

　

新
見
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
（
校
長　

小
川　

徹
）

 

善
行
表
彰

【
奉
仕
活
動
】

　
 
尾  
本 　
 
太  
郎 
（
井
倉
）

お 

も
と 

た 

ろ
う

【
寄
附
】

　
 
有  
地 　
　
 
泉 
（
大
阪
府
豊
中
市
）

あ
り 

ち 

い
ず
み

　
 
石  
田 　
 
宗  
之 
（
岡
山
市
）

い
し 

だ 

む
ね 
ゆ
き

　
 
難  
波 　
　
 
滋 
（
倉
敷
市
）

な
ん 

ば 

し
げ
る

　
 
長  
谷  
川 　
 
弘 
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）

は 

せ 

が
わ 

ひ
ろ
し

　
 
福  
島 　
 
隆  
壽 
（
倉
敷
市
）

ふ
く 
し
ま 

た
か 
と
し

　
 
村  
居 　
 
正  
之 
（
大
阪
府
吹
田
市
）

む
ら 

い 

ま
さ 
ゆ
き

　

株
式
会
社　

太
平
洋
ク
ラ
ブ

　

（
東
京
都
港
区：

社
長　
 
治  
郎 

じ 

ろ

 
丸 　
 
清  
志 
）

ま
る 

き
よ 

し

　

備
北
信
用
金
庫
（
高
梁
市：

理

事
長　
 
赤  
木  
洋  
志 
）

あ
か 

ぎ 

ひ
ろ 

し

 

有
功
表
彰

【
自
治
功
労
】

○
市
議
会
議
員

　
 
面  
田 　
 
照  
雄 
（
神
郷
釜
村
）

お
も 

だ 

て
る 

お

○
農
業
委
員
会
委
員

　
 
難  
波 　
 
教  
生 
（
哲
西
町
矢
田
）

な
ん 

ば 

の
り 

お

【
保
健
衛
生
功
労
】

　
 
深  
井 　
 
祥  
嘉 
（
哲
西
町
畑
木
）

ふ
か 

い 

よ
し 

か

【
文
化
功
労
】

　
 
澤  
座 　
 
博  
志 
（
上
市
）

さ
わ 

ざ 

ひ
ろ 

し

　新見市の自治振興と公益の増進に功労のあった個人・団体

や、善行が顕著で市民の模範と認められた個人・団体を対象に、

１１月８日、まなび広場にいみで新見市政功労者表彰式が行わ

れました。

　受賞者を紹介します。（順不同、敬称略）

新見市政
功労者表彰
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秋
の
叙
勲
等
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
、
中
島
元
幸
さ
ん

（
高
尾
）、
中
嶋
豊
一
さ
ん
（
菅
生
）、
田
中　

武
さ
ん
（
高
尾
）
が
そ
れ

ぞ
れ
瑞
宝
単
光
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
か
ら
新
見
市

１３

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
を
歴
任
さ

れ
た
ほ
か
、
現
在
は
新
見
市
森
林

組
合
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

元
新
見
市
消
防
団
副
団
長
、
中

嶋
豊
一
氏
（
菅
生
）
に
瑞
宝
単
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和　

年
４
月
に
旧

３３

新
見
市
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
、

以
後
、
班
長
、
部
長
、
分
団
長
等

の
各
階
級
を
歴
任
さ
れ
、
平
成　
１１

年
４
月
に
副
団
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成　

年
３
月

１７

に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の　

年
間
の

４７

永
き
に
わ
た
り
、
消
防
防
災
活
動

に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
は
、
消
防
団
員
の
訓

練
指
導
や
地
域
に
お
け
る
防
火
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
予

防
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

消
防
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、
消
防
庁
長
官
表
彰
を
は
じ
め

数
々
の
賞
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

元
阿
新
広
域
事
務
組
合
新
見
地

区
消
防
本
部
消
防
司
令
長
、
田
中

武
氏
（
高
尾
）
に
瑞
宝
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
氏
は
、
昭
和　

年
に
新
見

３９

市
消
防
団
常
備
部
員
と
し
て
採
用
、

昭
和　

年
に
新
見
市
消
防
吏
員
、

４３

昭
和　

年
か
ら
は
阿
新
広
域
事
務

４７

組
合
消
防
吏
員
と
し
て
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
消
防
本
部
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
昭
和　

年
に
警
防
課

６２

長
に
就
任
、
昭
和　

年
に
退
職
さ

６３

れ
る
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
消

防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

叙
位
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

　

元
新
見
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
長
、
中
島
元
幸
氏
（
高
尾
）

に
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

  
同
氏
は
、
昭
和　

年　

月
に
地

４０

１２

区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
か

１３

ら
は
新
見
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成　
１６

年　

月
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の　

１１

３９

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
住
民

 
中  
島   
元 
幸
   

さ
ん

な
か 
し
ま 

も
と 
ゆ
き

　
　
　
　
　

（
高
尾
・　

歳
）

７７

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 
中  
嶋   
豊 
一
   

さ
ん

な
か 
し
ま 

と
よ 
い
ち

　
　
　
　
　

（
菅
生
・　

歳
）

６９

 
田   
中 　

武
   

さ
ん

た 

な
か 

た
け
し

　
　
　
　
　

（
高
尾
・　

歳
）

７７

厚生労働大臣表彰

　

新
見
て
ん
や
く
友
の
会（
代
表 
竹  
本  
文  
子 
）

た
け 
も
と 
ふ
み 

こ

は
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
平
成　

年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

１８

労
者
優
良
団
体
と
し
て
「
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
昭
和　

年
１
月
の
設
立
以
来

５６

　

年
間
に
わ
た
り
、
点
訳
図
書
の
作
成
、
新

２５聞
記
事
や
民
話
、
観
光
案
内
、
電
話
帳
等
の

点
訳
書
を
作
成
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

点
字
編
集
活
動
は
も
と
よ
り
、
市
内
各
小

学
校
で
体
験
学
習
と
し
て
、
点
字
板
を
使
用

し
た
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
字

の
実
技
講
習
会
を
開
催
し
、
初
心
者
指
導
を

行
う
な
ど
、
永
年
の
取
り
組
み
が
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

新見てんやく友の会
　

永
年
の
歴
史
と
功
績
が
讃
え
ら
れ
、新

見
て
ん
や
く
友
の
会
が
、厚
生
労
働
大
臣

表
彰
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
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昭
和　

年　

月　

日
、
国
連
総

２３

１２

１０

会
に
お
い
て
、
基
本
的
人
権
お
よ

び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め

に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す

べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
、　

月　

日
を
「
人

１２

１０

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対

し
て
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、　

月
４
日
か
ら

１２

こ
の
人
権
デ
ー
ま
で
の
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
世
界
人

権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
と　
３０

か
条
か
ら
な
り
、
生
命
・
身
体
の

安
全
そ
の
他
多
く
の
基
本
的
人
権

に
つ
い
て
の
基
準
を
示
し
、
す
べ

て
の
人
が
い
か
な
る
事
由
に
よ
る

差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
ら
の
人
権
を
享
有
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。
人
権
は
人
間
が
幸
福
な

人
生
を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な

権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
内

外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
の

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち

の
願
い
で
す
。

人
権
週
間
強
調
事
項

◇
育
て
よ
う 
一
人
一
人
の 
人
権

意
識 
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―

◇
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

◇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

◇
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

◇
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◇
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

◇
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う

　

以
上
を
強
調
事
項
と
し
て
、
国

民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
尊
重
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
権
利
ば
か
り

を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
お
互
い

の
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
明
る
い

豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
６
２
０
４
）

　人権問題などでお困りの人は、岡山地方

法務局新見支局またはお近くの人権擁護委

員にご相談ください。相談は無料で秘密は

守られます。

■人権擁護委員等による常設人権相談所

【相談日時】

　毎週月曜日～金曜日 ８時３０分～１７時１５分

※祝・祭日・年末年始を除く

【場所】

　岡山地方法務局 新見支局（��３１０３）

人権問題の相談お受けします

第５８回人権週間
１２月４日～１０日

育
て
よ
う
一 
人 
一 
人
の  
人 
権 
意 
識

　
　

思
い
や
り
の
心
・

　
　
　
　
 
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

■人権擁護委員（順不同・敬称略）

【新見支局管内】

 青  砥 　 哲  心 （法　曽）　  田  中 　 悠  一 （高　尾）
あお と てっ しん た なか ゆう いち

 戸  田 　　 博  （上熊谷）　  黒  川 　　 啓 （豊永佐伏）
と だ ひろし くろ かわ けい

 三  村 　 幸  子 （上　市）
み むら さち こ

【大佐支局管内】

 宮  � 　 晃  彦 （大佐小南）　  安  達 　 弘  子 （大佐小阪部）
みや ざき てる ひこ あ だち ひろ こ

【神郷支局管内】

 伊  田 　　 豊  （神郷油野）　  田  邉 　 薫  明 （神郷高瀬）
い だ ゆたか た なべ しげ とし

 三  輪 　 秋  子 （神郷下神代）
み わ あき こ

【哲多支局管内】

 佐  田 　 美  恵 （哲多町矢戸）　  土  屋 　　 宣  （哲多町田淵）
さ だ よし え つち や あきら

【哲西支局管内】

 小  田 　　 清  （哲西町大竹）
お だ きよし
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ご活用ください！！

ももっ こ カード

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

「
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
」
の
申
し
込
み
は
、
妊

娠
中
ま
た
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
（
母
子
手
帳
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
っ
て
、
社
会
福
祉
課
、

各
支
局
市
民
福
祉
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

県
と
市
町
村
で
は
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
た

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年　

月
１０

か
ら
「
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
妊
娠
中
の
人
お
よ
び
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
対

し
て
、
県
内
の
協
賛
企
業
な
ど
で
買
い
物
や
施

設
利
用
を
し
た
と
き
に
「
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
」

新見市内の協賛企業とサービス内容
サービス内容電話所在地店舗・施設名

全商品１０％ＯＦＦ、ポイントカード記入��０３５９新見９１９青柳本舗

こども部屋のリフォーム工事　５％ＯＦＦ��２２４８哲西町矢田１５９２－１赤木工務店

景品のプレゼント、子どもに優しい施設
の提供

��２３２７哲西町大竹１３３－２安達動物病院

新規・機種変更共に店頭表示価格より
１,０００円引き

��２５０１正田４３３－６
ａｕショップ
サンパーク新見

２倍だしポイント��２０９５哲西町畑木７９３－５おしゃれの店　土井

１０％値引��２２５１新見８５４カツマル醤油醸造�

�デジカメプリント・ケイタイプリント
ご注文の方　１枚～９９枚→１０％ off　１００枚
以上→２０％off
�ネガカラー同時プリント　同時プリン
ト１本につき２００円値引

��５８６１高尾２４７９－２
カメラのキタムラ
新見店

子供部屋のリフォーム工事等　料金の割引��２５００哲西町上神代４０４９－１川原建設�

料金の割引��０１４３西方４１６０－３喫茶　標

景品のプレゼント��２０８４哲西町畑木７９０くすりと酒のいくま

温泉入浴料　２割引��５１０６神郷高瀬３１８８－１
グリーンミュージアム
神郷

親子で来店の方で、子供にドリンクを
サービス

��６２６６神郷下神代３５９４軽食・喫茶　なかよし

哲西こいこいカード　ポイント３倍出し��２３５２哲西町上神代３６２０－１郷趣膳　水上

５００円以上お買上げにつき２倍出し��２２０５哲西町矢田３６０４こめ工房

ポイント３倍��２４０８哲西町矢田３５６５－５ささきストアー

消費税分サービス　その他特価品有��０１７３新見９２０�佐々木文正堂

料金の割引��０１４３西方４１６０－３頌山堂

神ＧＯ郷カード　ポイント２倍出し��６２３９神郷下神代４８９８－２神郷特産物展示直売所

水まわり　リフォーム工事代金　５％割引��２３３１哲西町畑木２０６－１スミカワ設備

吉備路文学館（岡山市南方３-５-３５　�０８６
－２２３－７４１１）へ無料ご招待（同文学館へ
カード提示）住宅ローン金利優遇。但し、
満２０歳未満の扶養となる子どもが３人以
上いる世帯

��０６８８高尾３６４－１中国銀行新見支店

定期預金、消費者ローン、住宅ローン（た
だし、中国総合信用保証付融資で、満２０
歳未満の扶養となる子どもが３人以上い
る世帯）金利優遇

��１１２２高尾３６２－１トマト銀行新見支店

乗用車（普通小型）軽乗用の日常点検　
無料

��９０３３哲多町本郷５５６－２�ナガエ・オート

雑貨小物（ハンカチ等）プレゼント��３３５１哲西町畑木８５７－１�ナンバ

消費税分位の割引��２３７６哲西町八鳥９９５－５難波無線

景品のプレゼント��２２４８新見市西方４７２新見商事合資会社薬品部

小学生入浴料　４００円→２００円��２０２０千屋花見１３３６－５新見千屋温泉いぶきの里

山野草プレゼント��２８８７哲西町矢田３６３７－１フラワーステーション

１０％～２０％割引��２９１１正田２３６�本田食品事業

ポイントの倍出し��２５２６哲西町八鳥１０２９－１�みすみストアー

利用料金の１０％割引（売店・食堂とも）��９０１７哲西町矢田３５８５－１道の駅「鯉が窪」

景品のプレゼント��２３５６哲西町畑木７９９－８ミツミ電気商会

通常価格より１０％割引��３４８９大佐小阪部１３９１メガネ、写真のナンバ

水まわり、リフォーム工事代金５％割引��３０３９哲西町矢田３５７９－４�ヤスダ工業

小学生以下のお子様連れで、５００円以上お
買い上げの方にお菓子プレゼント

��６０１１神郷下神代３６０７－１�ライフストア

親子で来店の方で、子供にドリンクを
サービス

��６２２１神郷下神代４８９８－２レストランしんごう

神ＧＯ郷カード　ポイント２倍出し��７２４８神郷油野３０８８Ｙショップ福田

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
子
育
て
支
援
課

　
　
　
 
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３
４
７
）

　

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

※平成１８年１１月９日現在。なおサービスの内容は変更になる場合がありますので、ご利用の際は事前
に各店鋪・施設にお問い合わせください。
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幼
稚
園
は
…
こ
ど
も
が
は
じ
め
て
出

会
う
学
校
で
す

遊
び
を
中
心
と
し
た
活
動
の
中
で

「
生
き
る
力
」の
基
礎
を
育
て
ま
す

☆
考
え
工
夫
す
る
力
☆

☆
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
心
☆

☆
た
く
ま
し
い
心
と
体
☆

●
対
象
年
齢
（
対
象
児
生
年
月
日
）

※
幼
稚
園
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
年
齢

が
異
な
り
ま
す
。

〈
３
歳
児
〉

　
　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１５

　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生

１６

〈
４
歳
児
〉

　
　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１４

　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生

１５

〈
５
歳
児
〉

　
　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１３

　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生

１４

●
入
園
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
幼
児

※
伝
染
病
疾
患
を
有
す
る
場
合
や
、

発
育
不
全
な
ど
で
幼
稚
園
に
お
け
る

保
育
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
幼
児

は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
園
手
続
き

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
入
園

願
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
願
は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
間

　

平
成　

年
１
月
９
日
�
〜　

日
�

１９

３１

●
保
育
料

　

月
額　

４
’５
０
０
円

　

（
年
額
５
４
’０
０
０
円
）

●
そ
の
他

・
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て

通
園
が
可
能
な
幼
児
は
、

通
園
区
域
に
か
か
わ
ら
ず

希
望
の
幼
稚
園
に
入
園
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
い
ず
れ
の
幼
稚
園
も
、
入

園
希
望
者
が
定
員
を
上
回

っ
た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
新
見
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
の

入
園
に
つ
い
て
は
、
入
園
後
し
ば

ら
く
の
間
、
保
護
者
等
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す

・
大
佐
幼
稚
園
、本
郷
幼
稚
園
、哲
西

幼
稚
園
は
給
食
が
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
市
内
幼
稚
園 

１９

の
預
か
り
保
育
に
つ
い
て

　

新
見
市
内
の
５
つ
の
幼
稚
園
（
新

見
・
上
市
・
大
佐
・
本
郷
・
哲
西
）

で
は
子
育
て
支
援
と
し
て
、
教
育
時

間
終
了
後
、
保
護
者
の
希
望
に
よ
り

引
き
続
き
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

次
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
各
幼

稚
園
長
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
条
件

�
当
該
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
園

児
�
保
護
者
が
家
事
以
外
の
就
労
等
の

理
由
で
保
育
に
欠
け
る
園
児

�
そ
の
他
園
長
が
預
か
り
保
育
が
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
園
児

●
実
施
日
・
時
間

�
平
日（
月
〜
金
）幼
稚
園
保
育
終
了

時
間
〜　

時
ま
で（
土
、日
曜
日
は

１８

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。）

�
長
期
休
業
中
（
月
〜
金
）
８
時
〜

電話番号預かり保育給食対象児年齢基準となる通園区域募集人員園名

��０４６１
ありなし４・５歳児思誠小学校区１４０人

新見幼稚園
なしなし３歳児新見市内に在住していること ４０人

��４４０９なしなし４・５歳児高尾・西方小学校区 ７０人高西幼稚園

��３３３４なしなし４・５歳児正田小学校区 ７０人正田幼稚園

��１００７なしなし４・５歳児唐松小学校区 ７０人唐松幼稚園

��１０８３なしなし４・５歳児明新小学校区 ７０人明新幼稚園

��２００８なしなし４・５歳児井倉小学校区 ７０人井倉幼稚園

��２０１２なしなし４・５歳児草間台・足見小学校区 ７０人草間台幼稚園

��２７０４なしなし４・５歳児豊永小学校区 ７０人豊永幼稚園

��１１３３なしなし４・５歳児塩城・熊谷小学校区 ７０人熊谷幼稚園

��１１００なしなし４・５歳児菅生小学校区 ７０人菅生幼稚園

��１６００ありなし４・５歳児上市・福本小学校区 ７０人上市幼稚園

��３４０３ありあり３～５歳児刑部小学校区１０５人大佐幼稚園

��２０１２あり週３回４・５歳児本郷小学校区 ７０人本郷幼稚園

��３００５ありあり５歳児矢神・野馳小学校区 ３５人哲西幼稚園

市
内
幼
稚
園
で
は
、平
成　

年
度
の

１９

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

幼幼
稚稚
園園 
入
園
児
募
集

●募集人員、対象児および基準となる通園区域

備　　考

週４回まで預かり可能

月～金まで預かり可能

月～金まで預かり可能

月～金まで預かり可能

月～金まで預かり可能

●
●
●
●

新
見
市
立
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●預かり保育実施幼稚園の受け入れ体制

預かり定員対象児年齢園名項目

１５４・５歳児新見幼稚園

１０４・５歳児上市幼稚園

２０３・４・５歳児大佐幼稚園

１５４・５歳児本郷幼稚園

３５５歳児哲西幼稚園

　

時
ま
で

１８
�
実
施
し
な
い
期
間
は
、
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
休
日

お
よ
び
４
月
１
日
〜
３
日
ま
で
、

８
月　

日
〜　

日 
ま
で
、　

月　

１３

１６

１２

２９

日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
、

３
月　

日
〜　

日
ま
で
の
期
間
と

２６

３１

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
休
園
日
や
園
の
事
情
な

ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
日
も
あ
り

ま
す
。

※
受
入
時
間
に
つ
い
て
は
個
々
に
協

議
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

●
預
か
り
形
態

�
年
間
預
か
り
保
育
…
…
…
年
間
又

は
月
を
単
位
と
し
た
保
育

�
一
時
預
か
り
保
育
…
…
…
一
日
を

単
位
と
し
た
預
か
り
保
育
（
原
則

と
し
て
３
日
前
ま
で
に
申
請
）

 
●
保
育
料

・
年
間
預
か
り
保
育　

１
回　

２
０

０
円（
長
期
休
業
中
は
４
０
０
円
）

・
一
時
預
か
り
保
育　

１
回　

２
０

０
円（
長
期
休
業
中
は
４
０
０
円
）

※
教
材
費
、
お
や
つ
代
は
別
途
必
要

で
す
。

●
保
育
内
容

・
安
全
面
や
健
康
面
に
配
慮
し
な
が

ら
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

預
か
り
保
育
担
当
者
と
一
緒
に
室

内
遊
び
や
、
戸
外 
遊
び
を
し
ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
、
休
息
や
午
睡
、
お

や
つ
の
時
間
を
取
り
入
れ
ま
す
。

●
入
所
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
就
学
前
の
６
か

月
以
上
の
乳
幼
児
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

（
保
育
所
に
よ
っ
て
、対
象
年
齢
は
異

な
り
ま
す
。）

①
保
護
者
が
仕
事
（
パ
ー
ト
、
内
職

を
含
む
）
の
た
め
保
育
で
き
な
い

場
合

②
保
護
者
が
病
気
、
出
産
等
の
た
め

保
育
で
き
な
い
場
合

③
保
護
者
が
病
人
の
看
護
等
の
た
め

保
育
で
き
な
い
場
合

④
家
庭
が
災
害
を
受
け
た
た
め
保
育

で
き
な
い
場
合

●
募
集
定
員

　

新
見
保
育
所　
　
　

２
４
５
人

　

大
佐
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
３０

　

神
代
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
４５

　

新
郷
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
３０

　

本
郷
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
３０

　

萬
歳
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
４５

　

哲
西
保
育
所　
　
　
　
　
　

人
７５

　

大
田
へ
き
地
保
育
所　
　
　

人
３０

●
入
所
手
続
き

　

入
所
希
望
者
は
、
社
会
福
祉
課
、

各
支
局
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
、
次
の
書
類
等
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
住
民
票

・
課
税
証
明
書
（
平
成　

年
度
市
民

１８

税
、
世
帯
全
員
）

・
平
成　

年
分
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

１８

は
、
確
定
申
告
書
の
写
し
等

・
そ
の
他
社
会
福
祉
課
長
が
求
め
る

書
類

●
申
し
込
み
期
間

　

平
成　

年
１
月
９
日
�
〜　

日
�

１９

３１

●
入
所
の
決
定

　

入
所
申
込
書
お
よ
び
添
付
書
類
に

よ
り
審
査
し
、
３
月
中
に
入
所
の

可
否
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

●
保
育
料

　

入
所
児
の
年
齢
と
世
帯
の
所
得
税
、

市
民
税
の
課
税
額
等
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

●
保
育
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年

１９

２０

３
月　

日
３１

※
日
曜
日
、
年
末
年
始
等
を
除
く

●
保
育
時
間

　

７
時　

分
〜　

時　

分

３０

１８

３０

保保
育育
所所 
入
所
児
募
集

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
２
）

新
見
市
立
保
育
所
で
は
、平
成　

年
度
の

１９

入
所
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
●
●
●

新
見
市
立
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これからの季節
　県・市では、冬の生活道路を守るため、国・県

道および市道の除雪を行っています。

　しかし、全路線を除雪することは不可能なため、

積雪の多い市北部を中心に作業を行います。少し

でも早い除雪に努力しますが、道路幅や積雪量に

よっては、作業が遅れることがありますのでご理

解をお願いします。

 

除
雪
作
業
時
間

　

除
雪
作
業
開
始
時
間
が
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
、
真
夜
中
に
な
っ

た
り
、
早
朝
に
行
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
お
休
み
中
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
交
通
の
確
保
お
よ
び
安
全
の

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

除
雪
作
業
の
大
敵
と
な
る
の
が

路
上
駐
車
な
ど
の
障
害
物
で
す
。

障
害
物
が
あ
る
と
、
除
雪
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
道
路
沿
い

の
障
害
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。

 

自
宅
周
辺
は 

 

み
な
さ
ん
の
手
で

　

除
雪
の
際
、
道
路
の
端
や
歩
道

に
雪
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
自
宅
周
辺
や
身
近
な
と
こ

ろ
は
、
み
な
さ
ん
の
手
で
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の

家
庭
な
ど
で
除
雪
が
困
難
な
場
合

は
、
隣
近
所
で
協
力
し
あ
っ
て
生

活
道
路
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
路
の
凍
結
防
止
の
た

め
、
必
要
な
箇
所
に
は
凍
結
防
止

剤
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

に
応
じ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
備
中
県
民
局
新
見
支
局
維
持
管

　

理
課
】（
�
�
１
１
７
７
）

【
新
見
市
役
所
】

　

維
持
管
理
課

　

（
�
�
６
１
３
１
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

除雪作業に除雪作業 に 
ご 協 力 をご 協 力 を

ーターまでの故障については上水道課または各支

局の経済建設課に連絡をお願いします。

水道水道の冬冬支度支度はお早めに

■問い合わせ先

　上 水 道 課 管 理 係（��８９７１）

　大佐支局経済建設課建設係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課建設係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課建設係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課建設係（��２１１３）

　年末を迎え、日ごとに寒くなっています。これ

からの季節は、水道管の凍結事故が発生しやすく

なり、屋外に露出している給水管や蛇口は、保温

材で覆うなどして凍結防止対策を早めに済ませま

しょう。

　凍結により水道管が破裂したときは、最初にメ

ーターボックス内の止水栓を廻して水を止めてく

ださい。その際、故障の内容を確認し、市が指定

する水道工事業者へ修理を依頼してください。修

理代は、利用者の負担となります。なお、水道メ
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
ま
す
。

申
請
に
よ
り
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該

当
の
人
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
要
件
は
、

次
の
各
号
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
で
す
。

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
新

１９

見
市
に
住
所
が
あ
る
人

②
満　

歳
以
上
の
人
（
昭
和　

年

２０

６２

４
月
１
日
以
前
に
出
生
し
た

人
）

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

１０す
る
農
業
経
営
者
お
よ
び
同
居

の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、
平

成　

年
１
月
１
日
現
在
、
農
耕

１９
に
従
事
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
農
業
経
営
者
は
１
日

も
耕
作
に
従
事
し
て
い
な
く
て
も

資
格
が
あ
り
ま
す
が
、
同
居
の
親

族
な
ど
に
つ
い
て
は
、
年
間　

日
６０

以
上
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
居
の
親
族
、
配
偶
者

と
は
、
同
一
家
族
で
生
計
を
一
に

し
て
い
る
人
で
、
６
親
等
ま
で
の

血
族
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
３
親

等
以
内
の
姻
族
と
そ
の
配
偶
者
を

い
い
、
内
縁
関
係
は
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
６
）

　

地
区
総
代
の
人
は
、
平
成　
１９

年
１
月　

日
�
ま
で
に
申
請
書

１０

を
集
め
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

各
支
局
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

「
新
見
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
、

　

月
中
に
地
区
総
代
を
通
じ
て

１２配
布
し
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
な
い
世
帯
は
申

請
用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
、
各
支
局
ま
た

は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　この巡回更生相談は、身体に障害のある人に

対し、専門の医師が診査を行い、補装具の判定

などの相談を行うものです。

※手帳交付の申請や障害変更申請はお受けでき

ませんのでご注意ください。

■相談内容

　車いす、補聴器などの補装具の相談および交

付申請

■日時　１２月２２日�

　　　　正午から１３時３０分まで受付

■場所　保健福祉センター（金谷）

■対象　肢体（手・足）障害・聴覚障害のどち

らかの身体障害者手帳を所持している人

■用意するもの

　①身体障害者手帳

　②印鑑

■申し込み・問い合わせ先

　社会福祉課社会福祉係（��６１２６）

身体障害者
巡回更生相談

該
当
の
人
は
必
ず
申
請
を

　男女共同参画プラザは、男女が性別にとらわ

れず、それぞれの個性や能力を十分発揮して、

共に歩み、共に責任を担うべき社会、「男女共同

参画社会」づくりのための施設として、みなさ

んをサポートします。

●相談ができます

　女性相談員が、生き方・家庭のことなど、さ

まざまな悩みに耳を傾け、問題解決のお手伝い

をします。１人で悩まないでお気軽にご相談く

ださい。

●欲しい情報が手に入ります

　男女共同参画に関する情報紙や図書、また貸

出用ビデオも備えていますので、お気軽にご利

用ください。

■相談受付時間（面接・電話）

　火～木曜日　１０時～１８時

■問い合わせ先

　男女共同参画プラザ

　（まなび広場にいみ２階・��６１５９）

男女共同参画プラザを
ご存じですか
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■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係

　（��３１５４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

　今回の引き込み工事や同意書提出にあた

り、市から物品などの購入について斡旋する

ことや、電話機の取り替えなどの必要は一切

ありません。

　万一、悪質な訪問を受けたり、不審な人物

を見かけた場合は、情報政策課または最寄り

の各支局総務課までご連絡ください。 

ご注意ください！

告知放送機器等の
設置で快適な
通信環境が整います

　

市
で
は
、
各
家
庭
に
光
フ
ァ
イ
バ
を
接
続
す
る

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
を
進
め
て
お
り
、
住
民

票
の
あ
る
世
帯
に
「
告
知
放
送
機
器
等
設
置
同
意

書
関
係
書
類
」
を
送
付
し
、
す
で
に
大
半
の
ご
家

庭
か
ら
同
意
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
に
近
い
第
５
工
区
工
事
区
域
と
、
公
共

下
水
道
整
備
区
域
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、　

１０

月
に
書
類
を
お
送
り
し
て
お
り
、
こ
の
書
類
の
回

収
期
限
は　

月　

日
�
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

１２

１５

で
、
同
意
書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
な
お
、
公
共
下
水
道
整
備
区
域
の
正
田
、
高
尾
、

西
方
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
発
送
し
ま

す
。）

陰電柱分岐点�

韻光変換装置�

吋ルーター（伝送中継装置）�

右告知放送機器�

宇公共ます�

隠屋外成端箱�

　

今
回
、
市
が
住
民
票
の
あ
る
世

帯
の
住
居
へ
、
世
帯
の
負
担
な
く

設
置
す
る
も
の
は
、
左
の
告
知
放

送
機
器
整
備
イ
メ
ー
ジ
図
中
の
、

①
電
柱
分
岐
点
（
公
共
下
水
道
区

域
は
⑥
公
共
ま
す
）
か
ら
②
家
の

軒
下
の
屋
外
成
端
箱
ま
で
の
光
フ

ァ
イ
バ
の
引
き
込
み
、
②
屋
外
成

端
箱
か
ら
屋
内
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ

の
引
き
込
み
、
③
光
変
換
装
置
と

④
ル
ー
タ
ー
（
伝
送
中
継
装
置
）

お
よ
び
⑤
告
知
放
送
機
器
の
設
置

ま
で
で
す
。

　

⑤
の
告
知
放
送
機
器
は
、
現
在

の
防
災
行
政
無
線
に
代
わ
り
、
行

政
か
ら
の
連
絡
事
項
や
、
防
災
情

報
な
ど
を
音
声
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
④
ル
ー
タ
ー
に
線
を
差

し
込
む
こ
と
で
、
Ｉ
Ｐ
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
ま
す
。（
有

料
の
た
め
、
加
入
申
込
が
必
要
）

　

さ
ら
に
、
②
屋
外
成
端
箱
に
は
、

放
送
用
の
光
フ
ァ
イ
バ
も
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
（
有
料
の
た
め
、
加
入
申

込
が
必
要
）
へ
の
加
入
も
簡
単
に

で
き
ま
す
。

　

今
回
の
告
知
放
送
機
器
関
係
の

設
置
同
意
に
よ
っ
て
、
告
知
放
送

だ
け
で
な
く
、
基
本
料
金
や
通
話

料
金
が
低
料
金
で
利
用
で
き
る
Ｉ

Ｐ
電
話
、
高
速
で
大
量
の
情
報
を

通
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

通
常
の
テ
レ
ビ
番
組
の
他
に
、
新

見
市
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
を

伝
え
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対
応
）
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境

が
整
い
ま
す
。

　

特
に
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
加
入
し
な
く
て
も
利
用

可
能
で
、
現
在
の
電
話
番
号
も
そ

の
ま
ま
で
移
行
で
き
、
Ｉ
Ｐ
電
話

同
士
で
あ
れ
ば
無
料
通
話
が
可
能

と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
機
器
等

の
設
置
に
同
意
い
た
だ
き
、
将
来

の
快
適
な
生
活
の
た
め
の
環
境
を

整
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
同
意
を
拒
否
さ

れ
、
今
後
引
き
込
み
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
負
担
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
入
や
転
居
で
異
動
さ

れ
た
場
合
や
、
書
類
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
情
報
政
策
課
ま
た

は
最
寄
り
の
各
支
局
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

告知放送機器整備のイメージ図

公共下水道を整備している新見、正田、高尾および西方の一部

の地域は、光ファイバを公共ますから接続します。

市
が
住
民
票
の
あ
る
世
帯
へ
設
置
す
る
機
器

ラストワンマイル事業
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事
例
そ
の
①

■
身
に
覚
え
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
有
料
サ
イ
ト
料
金
を
請
求

す
る
電
話
が
か
か
っ
た
時
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。

・
債
務
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対

に
支
払
わ
ず
、
業
者
に
も
連
絡

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
脅
迫
等

が
あ
れ
ば
警
察
に
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 

事
例
そ
の
②

■
路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
近
く

の
家
に
誘
い
込
ま
れ
た
。
会
場
内

で
は
若
い
男
性
が
巧
み
な
話
術
で

次
々
と
日
用
品
や
食
料
品
を
配
り
、

最
後
に
高
額
な
遠
赤
外
線
布
団
を

出
し
て
勧
め
ら
れ
、
思
わ
ず
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。
よ
く
考
え
て
み

る
と
不
用
な
の
で
解
約
し
た
い
。

・
安
易
に
会
場
に
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
会
場
に
入
っ

て
も
雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
、
不

用
な
も
の
は
は
っ
き
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

・
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
８
日
以

内
な
ら
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

（
契
約
の
無
条
件
解
約
）が
出
来

ま
す
。

 

事
例
そ
の
③

■
民
事
訴
訟
特
別
告
知
書
、
民
事

訴
訟
最
終
通
達
書
、
な
ど
と
最
も

ら
し
い
法
律
用
語
を
使
っ
た
葉
書

が
送
ら
れ
て
き
た
が
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
無
視

し
ま
し
ょ
う
。
相
手
は
、
こ
ち

ら
の
個
人
情
報
を
得
る
の
が
目

的
で
す
。
絶
対
に
連
絡
を
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

事
例
そ
の
④

■
突
然
女
性
が
尋
ね
て
き
て
、
身

体
の
こ
と
で
何
か
心
配
事
は
な
い

か
と
聞
か
れ
た
。
あ
ち
こ
ち
痛
い

と
こ
ろ
ば
か
り
だ
と
答
え
る
と
、

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
て
欲
し

い
か
ら
こ
の
薬
を
飲
み
な
さ
い
。

何
に
で
も
よ
く
効
く
か
ら
」
と
し

つ
こ
く
勧
め
ら
れ
て
薬
を
購
入
し

た
。
１
回
飲
ん
だ
が
以
後
飲
ん
で

い
な
い
。
お
金
も
高
額
な
の
で
解

約
し
た
い
。

・
相
談
が
あ
っ
た
の
は
契
約
か
ら

１
か
月
以
上
経
過
し
て
か
ら
で

し
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期

間
は
す
で
に
経
過
し
て
お
り
、

こ
の
場
合
は
契
約
業
者
と
の
交

渉
に
な
り
ま
す
。

・
契
約
に
至
っ
た
経
緯
を
詳
細
に

記
録
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
た
後
、
専
門
相
談
員

か
ら
業
者
交
渉
を
し
た
結
果
、

一
部
未
開
封
の
薬
を
業
者
が
引

き
取
る
こ
と
で
決
着
し
ま
し
た
。

・
こ
の
場
合
相
談
者
は
、
し
つ
こ

く
勧
め
ら
れ
、
高
額
な
商
品
を

買
う
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
勇
気
を
持
っ
て
い
ら
な
い

も
の
は
き
っ
ぱ
り
と
断
る
事
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
１
人
で
心

配
事
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

※
土
・
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
９
９
９
）

　

新
見
市
役
所
生
活
環
境
課

　

（
�
�
６
１
２
２
）

悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法悪質商法 の
悪質商法に関するトラブルが依然として後を絶ちません。

次の事例を参考にして被害に遭わないようにしましょう。

被害にあわないために！

株
式
会
社
□
□
□
□
□�

　
　
　
　
　
　
代
表
者 

殿�

○
○
○
○
○
○
○
○�

　
　
○
○
○
○
○
○
○
○�

　
契
約
解
除
通
知�

契
約
年
月
日
　
○
年
○
月
○
日�

商
　
品
　
名
　
○
○
○
○�

契
約
金
額
　
　
○
○
○
円（
既
払
金
○
円
）�

右
記
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。�

な
お
、
既
払
金
○
円
を
返
金
し
、
商
品
を�

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。�

○
年
○
月
○
日�

　
　
　
　
住
所
　
○
○
○
○
○
○
○
○�

　
　
　
　
氏
名
　
　
　
○
○
　
○
○�

切
手�

ウラ
�

オモテ�

クーリング・オフ
（はがきでの通知例）
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深刻化する担い手不足解消の決定弾

集集落落営営農農ののすすすすめめ

あ
な
た
が
愛
す
る

　
 

集
落
の
た
め
に

　
　
　
　

で
き
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　
 
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
９
１
７
７
）

《
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
選
択
、

愛
す
る
集
落
の
維
持
・
発
展
》

■
集
落
座
談
会
な
ど
に
よ
る 

　

十
分
な
話
し
合
い

  
そ
れ
ぞ
れ
か
か
え
る
問
題
点
の

打
開
を
図
る
た
め
、
集
落
営
農
に

取
り
組
む
自
ら
の
問
題
と
し
て
、

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
十
分
に

構
成
員
間
で
話
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

■
集
落
の
再
生
は
、今
こ
の
時
に

　

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
に
集
落
営
農
組
織
が

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
各
種
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
遅
れ
る

こ
と
な
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

0

10

20

30

40

50

60

（万円）�

１
戸
あ
た
り�

の
農
業
所
得� 8万円�

43万円�

アップ！�

小規模個別経営�
 0.5～1.0ha層�

農家１戸当たり�
経営耕地面積　1.1ha�
売上げ　　　104万円�
経費       　　 96万円�
農業労働時間633時間�

構成農家１戸当たり�
平均経営耕地面積  1.1ha�
売上げ    111万円�
経費         68万円�
農業労働時間  121時間�

集落営農�
20ha以上層�

経営耕地面積　33.4ha�
構成農家　　　31戸�

迫
ら
れ
る「
担
い
手
な
き
集
落
」か
ら
の
脱
却

集
落
営
農
と
は

　

個
別
の
営
農
だ
け
で
賄
い
き

れ
な
い
場
合
、
共
同
で
営
農
を

行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

集
落
営
農
の
メ
リ
ッ
ト

◎
機
械
の
共
同
利
用
で
生
産
コ

ス
ト
が
下
が
り
ま
す
。

◎
意
欲
、
体
力
、
気
力
に
応
じ

て
参
加
で
き
ま
す
。

◎
農
村
社
会
も
い
き
い
き
し
ま

す
。担

い
手
た
る
集
落
営
農

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
を

担
う
集
落
営
農
は
、
将
来
的
に

効
率
的
で
安
定
し
た
経
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
組
織

の
運
営
や
経
理
な
ど
の
面
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

小規模個別経営と集落営農の比較（水田作経営）

☆約１haの水田作農家では、農家１戸当たり

    ・売上げから経費を引いた所得は 約８万円　 ・労働時間は ６３３時間

☆これと同程度の規模の農家が集まった集落営農では

    ・農家１戸あたりの所得は 約４３万円 　　　　・農家１戸あたりの労働時間は １２１時間

　（資料：農林水産省「平成１６年組織営農の営農類型別統計」）
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　なお、この品目横断的経営安定対策は、全ての農産

物を対象とするものではありません。担い手を中心

とする農業構造の改革が遅れているもの、諸外国との

生産条件の格差があるといった観点から、土地利用型

農業の米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいし

ょを対象としています。

　特に、本市の農業者に関係すると思われるものは、

収入の変動による影響の緩和のための対策で、その年

の米、大豆等の販売収入の合計が、最近の平均収入額

より下がった場合に、差額の９割が補てんされます。

（補てんを受けるためには、農家もあらかじめ一定額

を拠出する必要があります。）

　本対策の加入受け付けは、平成１９年４月から行われ

ます。

　我が国の農業は、農業者の数が急速に減り、新見市

を含めた農村地域では都市以上のスピードで高齢化

が進んでいます。

　一方、国外に目を向けると、ＷＴＯ（世界貿易機関）

の農業交渉では、国際ルールの強化などの交渉が行わ

れています。

　このような状況のなかで、今後の日本の農業を背負

って立つことができるような、意欲と能力のある担い

手が中心となる農業構造を確立することが“待ったな

し”の課題となっています。

　そこで、これまでのような全ての農業者の人を一律

的に対象として、個々の品目ごとに講じてきた施策を

見直し、平成１９年産からは、意欲と能力のある担い手

に対象を限定し、その経営の安定を図る施策「品目横

断的経営安定対策」に転換することとされています。

新年度から始まります

品目横断的経営安定対策

対策の対象とな

るには認定農業

者か集落営農で、

一定の経営規模

が必要です。

 〈新見市の場合〉

 認定農業者

　　 ２.６ha

 集落営農等

　　 １０.０ha

　

認
定
農
業
者
に
な
る
に
は

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
の
作
成

　

�
５
年
後
を
目
標
と
し
た
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

◎
市
の
基
本
構
想
に
適
し
て
い
る
か

　

�
農
業
所
得
目
標
概
ね
3
5
0
万
円
、

労
働
時
間
1
’9
0
0
時
間
程
度

◎
農
用
地
の
効
率
的
、
総
合
的
利
用
に

配
慮
し
て
い
る
か

　

�
米
の
生
産
調
整
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
ん
な
集
落
営
農
が 

　

経
営
安
定
対
策
の
対
象
で
す

◎
規
約
の
作
成

◎
農
用
地
の
利
用
集
積
目
標
を
設
定

　

�
５
年
後
ま
で
に
地
域
内
の
２
／
３

以
上
の
農
用
地
を
集
積
す
る
目
標
を

定
め
ま
す
。

◎
経
理
の
一
元
化

◎
主
た
る
従
事
者
の
所
得
目
標
を
設
定

◎
農
業
生
産
法
人
化
計
画
の
作
成

　

�
５
年
以
内
に
農
業
生
産
法
人
と
な

る
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

中
四
国
農
政
局
消
費
・
安
全

部
地
域
第
二
課

　

（
�
０
８
６
�
４
２
４
�
１
０
７
７
）

農家のみなさんへ

品目横断的経営安定対策への移行のイメージ

稲作所得基盤確保対策
担い手経営安定対策

�

�

�

�

�������

�������
� � 大豆作経営安定対策

�

�

�

�

������

������
� �
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����月
【昼の部】エクセルで住所録を作ろう
【夜の部】パソコン自主学習講座
■内　容
【昼の部】エクセルで住所録を作り、はがき、封筒への印
刷に挑戦（３回連続）
【夜の部】ワード・エクセル・インターネット・画像処
理・作図など自分で学びたい内容を選んで自習します。分
からない点はスタッフにおたずねいただけます。
※テキストは、事務局が用意したものを使用します。
■対　象　パソコンで文字（かな・数字）を入力でき、マ
ウス操作のできる人

■日　時
【昼の部】１２月２０日�、２１日�、２２日�１０：００～１２：００
【夜の部】１２月２０日�、２１日�、２２日�１８：３０～２０：３０
■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン室
■参加費　１， ０００円（テキスト代は別途）
■定　員　２０人（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座１２月・昼の部「住所録」または夜
の部「自主学習」）、郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、
電話番号を記入して、はがきまたはＦＡＸでお申し込
みください。また、まなび広場にいみ受付に申込用紙
がありますので、こちらもご利用ください。

　※電話では受付できません。
■申込締切
　【昼の部・夜の部】１２月１３日�必着
■申し込み・問い合わせ
　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３
　教育委員会生涯学習課（��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

パソコン講座�パソコン講座�
●●●●●●●●●●ま な び 広 場 に い み 主 催

　毎年１月１日現在で土地・家屋（住宅・

店舗・工場・倉庫・その他の建物）を所

有している個人・法人には、固定資産税

が課税されます。

　使用している状況に変更があったとき

には、申告書などの届出を行ってくだ 

さい。

土地・家屋に
変更があったら届出を

●家屋を新築または増築したとき

●家屋を取り壊したとき

●土地の用途（利用状況）を変更したとき

　（例）畑を駐車場に変更など

　これらの届出が遅れると、一度に多く

の固定資産税を納めることになったり、

納めすぎた税金の還付が遅れることがあ

ります。

■問い合わせ先

　税務課資産税係（��６１１７）

届出が必要な場合

 

１
月　

日（
水
）ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

３１

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、

１９

償
却
資
産
（
土
地
、
家
屋
以
外
で

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
の

で
き
る
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る

法
人
ま
た
は
個
人
は
、
１
月　

日
３１

�
ま
で
に
そ
の
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
へ
申
告
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
の
必
要
な
資
産

◆
建
物
お
よ
び
そ
の
付
属
設
備

　

冷
暖
房
設
備
、
照
明
設
備
、
通

風
設
備
、
昇
降
機
、
そ
の
他
建

物
に
付
属
す
る
設
備
（
た
だ
し
、

家
屋
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

は
除
く
）

◆
構
造
物

　

橋
梁
、
軌
道
、
貯
水
池
、
坑
道
、

汚
水
処
理
槽
、
煙
突
、
舗
装
、

看
板
、
そ
の
他
土
地
に
定
着
す

る
設
備
ま
た
は
工
作
物
な
ど

◆
機
械
お
よ
び
装
置

　

工
作
機
械
、
冷
暖
房
機
械
装
置
、

そ
の
他
物
品
の
製
造
加
工
に
使

用
す
る
機
械
装
置
な
ど

◆
車
両
お
よ
び
運
搬
具

　

ト
ロ
ッ
コ
、
貨
車
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
な
ど
の
特
殊
自
動
車
（
た

だ
し
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は

除
く
）

◆
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

　

ド
リ
ル
、
カ
ッ
タ
ー
、
万
力
、

医
療
器
具
、
金
庫
、
ロ
ッ
カ
ー
、

机
な
ど

　

市
外
へ
移
転
、
事
業
の
廃
止
な

ど
、
申
告
に
該
当
す
る
資
産
が
な

い
場
合
も
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、　

月
中
旬
ま
で

１２

に
申
告
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
が
、
１
月
に
な
っ
て
も
申
告
書

が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

償
却
資
産

の
申
告
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■入場料　全席指定

　一般 ２， ５００円（当日３， ０００円）

　高校生以下 １， ５００円（当日２， ０００円）

■前売り入場券好評発売中

■入場券取扱場所　まなび広場にいみ、

市役所各支局（本庁舎を除く）、御殿

町センター、備北民報社、ブックス

フリーウェイ新見店、吉田楽器新見

店、家元電器�、市内ポプラ各店、

ぎんざや（岡山市）

■その他

・託児室（有料）および車椅子席につ

いては、お問い合わせください。

・未就学児の入場はご遠慮ください。

・宝くじの助成により、通常料金の約

半額となっています。

■問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課（��６１１０）

宝くじウィンター・ コンサート

三枝成彰 ・
 羽田健太郎のおおししゃゃべべりり音音楽楽館館

　「ランニングを楽しく」をスローガンに、

新春の市街地を走り抜ける第３０回新見市新春

ロードレース大会を開催します。

○高校生男子の部

○高校生・大学生・一般

　女子の部

○一般男子Ａの部

　（４５歳未満）

○一般男子Ｂの部

　（４５歳以上）

○一般男子Ｃの部

　（６０歳以上）

※年齢は大会当日を基準

とします。

■申込期限

　１２月２２日�

■日時

　平成１９年１月３日�

　受付開始　８時３０分

　競技開始　１０時１０分

※小雨（小雪）決行です。

■スタート・ゴール地点

　まなび広場にいみ

■参加区分

○小学生男子の部

○小学生女子の部

　（いずれも４年生以上）

○中学生男子の部

○中学生女子の部

■申し込み・問い合わせ先　新見市体育協会新見支部事務局　（教育委員会生涯学習課内・��６１４７）

第３０回
新見市

平成１９年１月２１日（ 日 ）
開演１４：３０（開場１４：００）

まなび広場にいみ大ホールで開催

新春ロードレー ス大会
参加者を

募集して
います
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の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便
り

く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、　

月
号
で
配
付
し
た
用
紙
下

１０

●提案＆お便りの送り方
・１０月号で配布した専用用紙
または官製はがきに、①提
案②住所③氏名④年齢⑤電
話番号を書いてお送りくだ
さい。
・専用用紙は、折りたたむと
封書になります。切手をは
らずにポストに入れてくだ
さい。（来年の３月末まで
使用できます）
・住所、氏名の記入がないも
のは「市報にいみ」に掲載
しませんのでご了承くださ
い。
・ファックス、電子メールで
も受け付けています。ファ
ックス、電子メールも「提
案＆お便り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

た
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す

る
姿
は
、
日
本
の
子
供
と
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
テ
レ

ビ
で
中
国
の
歴
史
が
映
し
出

さ
れ
た
途
端
、
少
年
は
テ
レ

ビ
の
前
に
立
ち
、
中
国
語
で

の
説
明
を
始
め
た
。
意
味
は

解
か
ら
な
い
が
、
熱
意
あ
ふ

れ
る
口
調
に
驚
か
さ
れ
た
。

こ
の
子
達
が　

年　

年
後
の

２０

３０

中
国
の
力
に
な
る
の
か
と
思

う
と
、
中
国
恐
る
べ
し
、
と

頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　

日
本
は
ど
う
だ
、
子
供
へ

の
虐
待
、
学
校
で
の
い
じ
め
、

毎
日
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る

子
供
の
死
の
ニ
ュ
ー
ス
に
気

分
も
暗
く
な
る
。
言
葉
の
向

う
に
笑
顔
が
見
え
る
、
そ
ん

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
る
日

本
、
そ
し
て
新
見
市
に
な
る

よ
う
、
み
ん
な
で
幸
せ
の
種

を
蒔
こ
う
。

 宮 �
みや ざき

     和 司   さん（４７歳）

かず し

哲多町本郷・阿新クレーン株式会社社長

　

今
年
の
５
月
、
仲
人
を
さ

せ
て
頂
い
た
。
若
い
２
人
を

見
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で

自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
く
る
。

少
子
高
齢
化
の
新
見
市
に
、

こ
れ
か
ら
子
供
を
産
み
育
て

よ
う
と
す
る
新
婚
夫
婦
を
前

に
し
て
、　

年　

年
後
の
新

２０

３０

見
市
を
支
え
る
種
を
蒔
い
た

の
だ
と
考
え
る
と
、
知
ら
ず

知
ら
ず
胸
を
張
っ
て
し
ま
う
。

　

夏
に
は
、
中
国
信
陽
市
の

子
供
が
我
が
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
た
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

を
食
べ
、
中
国
か
ら
持
参
し

『幸せの種を蒔こう』
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 三  村   益  一 郎   さん（６０歳）

み むら ます いち ろう

群馬県前橋市
（哲多町本郷出身）

日本ビクター株式会社取締役

数
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
２

人
の
息
子
の
う
ち
１
人
は

独
立
し
、
次
男
は
大
学
生

と
な
り
、
心
の
余
裕
が
少
し
で
き
た
か
な

と
実
感
す
る
昨
今
で
す
。
勤
め
先
が
電
器

製
造
メ
ー
カ
ー
の
た
め
海
外
出
張
が
多
く
て
、
帰

省
も
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
が
、
両
親
の
墓
参
り

に
帰
る
度
に
近
所
の
方
々
か
ら
親
し
み
の
声
を
か

け
て
頂
き
、
変
わ
ら
ぬ
温
情
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　

合
併
し
て
哲
多
町
は
新
見
市
の
一
員
と
な
り
ま

し
た
が
、
故
郷
の
山
や
川
の
美
し
さ
は
、
少
年
時

代
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山
や
川
を
見
る
と
、
必
ず
故
郷
の
本
郷
を
思

い
出
し
ま
す
。
特
に
川
遊
び
の
思
い
出
は

今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
て
、夏
休
み
に
な
る
と
、

家
の
裏
に
流
れ
て
い
る
本
郷
川
で
、
水
中
に
石
を

積
み
上
げ
穴
を
つ
く
っ
て
魚
が
来
る
よ
う
に
仕
掛

け
た
も
の
で
し
た
。
運
良
く
「
う
な
ぎ
」
で
も
釣

る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
は
、
美
味
し
い
蒲
焼
き

に
し
て
家
中
で
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
近

所
に
は
大
勢
の
子
ど
も
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
遊
び

が
で
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
賑
や
か
な
声
が
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
少

年
時
代
を
送
っ
た
本
郷
は
、
自
分
の
宝
物
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
以
来
、
ず
っ
と
関
東
に
暮
ら
し
て
四
十

南 か ら

★

　Well everyone, winter is almost here and I have 
been advised by the good people of Niimi to “take 
care” as it gets really cold. I am looking forward to 
spring when the sakura trees bloom. I was also told 
that Joyama is THE place to be at to see the stunning 
beauty of the sakura.  
　I will give you a brief background of South Africa. 
South Africa is a country at the Southern point of the 
African continent. It has the Atlantic Ocean on the 
West Coast and the Indian Ocean on the East Coast. 
South Africa is about three times larger than Japan 
and has a population of about 40 million people. My 
country is famous for its natural beauty, wildlife, 
sunshine, gold and diamonds. 
　My home town, Durban, is located on the East Coast 
of South Africa and is known for its beautiful beaches 
and wonderful weather. Durban also has the busiest 
harbour port in South Africa. The city is also famous 
worldwide for its international surfing competition, 
which is held every year in July. In South Africa, July 
is mid-winter and the weather in Durban at this time 
of the year is very warm. 
　Finally, I wish to say that I am glad to have been 
placed in Niimi. I truly like Niimi and it already feels 
like home. A heartfelt thank you to everyone for 
being so welcoming and accommodating. Jaa ne!

北

か

ら

第　

通
２１

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

　みなさんどうも。冬がすぐそこまで来てますね。新
見の冬は本当に寒いよとアドバイスしてもらいました。
桜が咲く春が楽しみです。城山が桜の美しい名所だと
いうことも聞きました。
　私の出身の南アフリカ共和国について簡単に紹介し
ます。南アフリカは、アフリカ大陸の最南端の国で、西
海岸は大西洋、東海岸はインド洋に面しています。日
本の国土の約３倍の大きさで、人口は４千万人です。
美しい自然、野生の生き物、輝く太陽、また金やダイヤ
モンドが採れることで有名です。
　私は、美しいビーチやすばらしい気候で知られる東
海岸のダーバンという町から来ました。ダーバンには
南アフリカで最も栄えている港があり、毎年７月には
有名な国際サーフィン大会が開催されます。南アフリ
カの７月は真冬ですが、ダーバンの気候はとても暖か
いのです。
　新見に来ることができてとてもうれしいです。すで
に新見が大好きになり、ふる里みたいな感じになって
ます。歓迎して親切にしていただき、心から感謝しま
す。じゃあね！

フ
ァ
ル
ザ
ー
ナ 
マ
ン
ジ
ュ

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ク
ワ
ズ
ー

ル
ナ
タ
ー
ル
州
出
身

新
見
第
一
中
学
校
と
熊
谷
中
学
校

に
勤
務

筆
者
は
後
列
右
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本に親しむイベントを開催
◆一日こども図書館フェスティバル

　１１月２３日、やまびこ広場神郷で「一日

こども図書館フェスティバルinにいみ」

が開催され、大勢の親子連れでにぎわい

ました。これは岡山県読書推進運動協議

会が、子どもたちに本に親しんでもらう

ために毎年県内各地で行っているもので

す。会場では小中学生おすすめ本ベスト

１００コーナーやブックリサイクルコー

ナーなどのほか、放送局アナウンサーに

よる読み聞かせや、市内の小学生児童に

よる神楽、紙芝居風アニメ、太鼓などが

催されました。

芸術の秋を満喫
◆市内で文化展・芸能祭

　１１月中、市内の文化協会が主催する文化展や芸能

祭が各地で開催されました。文化展には日頃の創

作活動の成果である絵画・書・陶芸・工芸・手芸・

生け花・盆栽・写真などが展示されました。また、芸

能祭のステージでは、民謡、ダンス、バレエ、合唱、

大正琴などの演目が披露され、客席からは顔見知り

の出演者らに、声援と拍手が送られていました。

哲西町文化祭

新見市文化展新見市文化展

新見市音楽芸能祭新見市音楽芸能祭神郷芸能文化祭神郷芸能文化祭

哲多町文化展哲多町文化展
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伝統のたすきリレー
◆新見阿哲駅伝競走大会

　１１月１９日、「第５４回新見阿哲駅伝競走

大会」が開催されました。朝から冷たい

雨が降る中、１３チーム約１００人が哲多町

本郷から上成松までの６区間２４． ２�（男

子）と４区間１２．１�（女子）で健脚を競

いました。結果は、一般男子の部が哲西

走友会Ａ、高校男子が新見陸上Ａ、高校

一般女子は新見走ろう会がそれぞれ優勝

しました。

伝統料理や
生活の知恵を再度見直す
◆新見地域伝承料理・技術交換会

　１１月１７日、「新見地域伝承料理・伝承技

術の交換会」が、まなび広場にいみで開

催されました。新見地域に息づいている

伝統料理や、生活の知恵・技を再度見直

し、地域内はもとより、都市住民や若い

人たちに受け継いでいけるよう研修する

ことを目的に、新見農業普及指導セン

ターが開催したものです。参加した人た

ちは出品した料理について説明した後、

試食しながら意見交換を行いました。

哲多の金ボタルを撮影
◆林明輝写真展

　１１月１１日～１９日、本郷地区ふるさと振

興協議会は、哲多総合センターで林明輝

写真展「森の瞬間」を開催しました。林

明輝氏は神奈川県在住の写真家で、国際

野生写真連盟主催のコンテストで、哲多

の金ボタルが掲載された同氏の写真集

が、最高賞を受賞しました。また、今回の

写真展で展示されていた金ボタルの写真

が、新見市教育委員会に寄贈されました。

りんめい き
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ベビービクスで
赤ちゃんの運動発達を促す
◆地域のお母さんが進める健康支援事業

　１１月１５日、新見市愛育委員会と新見市栄養改

善協議会は、保健福祉センターで「親子交流会」

を開催し、折り紙や絵本の読み聞かせなどを行

いました。また、赤ちゃんの顔やお腹などを

マッサージして運動発達を促す「ベビービクス」

が、今年の５月～９月に生まれた赤ちゃんと保

護者を対象に行われたほか、まなび広場にいみ

では、思春期の子どもたちの性と健康につい

て、講演が行われました。

自分でまもる、みんなで
支える、みんなの健康
◆きらめき健康福祉まつり

　１１月１１日、きらめき広場・哲西で「き

らめき健康福祉まつり」が開催され、大

勢の人でにぎわいました。歯科医師によ

る歯周病についての講演や、消防署職員

によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の

使用講習などのほか、健康チェック、食

育フェア、エアロビクス講座、ブラッシ

ング指導、診療所探検隊などの多彩な催

しが行われ、健康の大切さを見直すイベ

ントとなりました。
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おかやま国体１周年記念
◆ソフトボールフェスティバル

　１１月５日、正田の憩いとふれあいの公

園多目的広場で、アテネオリンピックで

銅メダルを獲得した元全日本女子ソフト

ボールチームの、 伊  藤  良  恵 内野手と 坂  井 
い とう かず え さか い

 寛  子 投手を講師に迎え、「新見市ソフト
ひろ こ

ボールフェスティバル」が開催されまし

た。小学生と指導者ら約２５０人が参加し、

スター選手らによる熱心な指導が行われ

ました。

幻想的な雰囲気に酔う
◆チャリティーコンサート
　「大地の恵み」

　１１月５日、新見市法曽陶芸館で、篠笛・

能管奏者の 朱  鷺 たたら氏と、造形家の 猪 
と き い

 風  来 氏が共演するチャリティーコンサー
ふう らい

ト「大地の恵み」が開催されました。猪

風来氏の作品が並ぶ会場に、古来の楽器

の音が響き渡り、訪れた人たちは幻想的

な雰囲気に酔いしれていました。この日

の収益は、哲多町田淵の公設国際貢献大

学校などに寄付されました。

新種のサツマイモを収穫
◆神郷北小学校イモ掘り

　１１月１日、神郷北小学校近くの畑で、

同校の１・２年生児童１１人が、イモ掘り

を行いました。この日収穫したのは、中

村清弘校長が品種改良に成功した 中紫紅 
ちゅうしこう

という紫色のサツマイモで、他の紫芋と

比べても色鮮やかで甘みがあり、普通の

サツマイモと同じ方法で栽培できるとの

ことです。子どもたちはみんなで協力し

合い、約６０キロを収穫しました。
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム イ ン フ ル エンザを防ぎましょう

対象地区受付時間会　　場曜日月　日

新見

９：００～１０：３０新 見 市 保 健
福祉センター

月１２月４日
１３：００～１４：００
９：００～１０：３０新 見 市 保 健

福祉センター
水１２月６日

１３：００～１４：００
９：００～１０：３０新 見 市 保 健

福祉センター
水１２月１３日

１３：００～１４：００

●乳がん検診

※詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

　

カ
ゼ
と 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

　

カ
ゼ
の
症
状
は
徐
々
に
現
れ
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
寒

気
、
微
熱
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
に

発
症
し
、高
熱
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、頭

痛
、
強
い
悪
寒
な
ど
、
全
身
に
強
い

症
状
が
現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
症
状
が
出
に
く

く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
肺
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
糖
尿
病
、
呼
吸
器
や
心
臓
な
ど

に
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
も
重
症
化

し
や
す
い
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
は
気
管
支
が
未
熟
で
、
免

疫
が
未
完
成
の
た
め
、
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
、
中
耳
炎
、
気
管
支
炎

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を 

　

予
防
し
よ
う
！

●
流
行
時
は
で
き
る
だ
け
人
混
み
に

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
か
っ
た

人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
放
出

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、必
ず
う
が
い
と
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
が

体
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に

の
ど
を
乾
燥
か
ら
守
り
、
粘
膜
の
防

御
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
有
効

で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
周
り
の

人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

●
帰
宅
後
は
必
ず
う
が
い
と
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

う
が
い
は
の
ど
を
清
潔
に
し
、
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
の
機
会
を
少
な
く
し

ま
す
。

　

ま
た
、
手
洗
い
を
す
る
こ
と
で
、

手
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
侵

入
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
石
け
ん

を
使
っ
て
流
水
で
手
を
洗
い
、
清
潔

な
タ
オ
ル
で
拭
き
ま
し
ょ
う
。

●
部
屋
の
温
度
・
湿
度
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

室
温
は
高
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
ず
、
体

が
快
適
に
感
じ
る　

�
前
後
に
保
ち

２０

ま
し
ょ
う
。

　

室
内
が
乾
燥
し
て
い
る
と
鼻
や
の

ど
の
粘
膜
が
傷
み
や
す
く
、
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
す
る
力
が
弱
ま
り
、
感
染

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
湿
度
は　

〜
６０

　

％
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。　

ま
た
、
部

７０屋
を
閉
め
切
っ
て
い
る
と
、
ウ
イ
ル

●献血
受付時間会　　場曜日月　日

９：３０～１1：００大 佐 支 局
木１２月７日 １２：３０～１３：３０丸 菱 �

１４：３０～１５：３０大 佐 荘
１０：００～１２：００備中県民局新見支局

火１２月１２日
１３：３０～１５：３０山村開発センター

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分確認ができる物をお持ちください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

ス
が
浮
遊
し
て
い
る
状
態
を
長
引
か

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
換
気
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

体
が
疲
れ
て
い
る
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
み
な
ら
ず
、
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
疲
れ
を
と
る

の
に
重
要
な
こ
と
は
休
養
で
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
す
る

こ
と
や
、
卵
や
豆
腐
な
ど
の
た
ん
ぱ

く
質
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
、
抵

抗
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は

流
行
し
や
す
い
時
期
を
考
慮
し
、　

１２

月
中
旬
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

年
齢

に
よ
っ
て
接
種
回
数
に
違
い
が
あ
り

ま
す
の
で
、
主
治
医
と
ご
相
談
の
う

え
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か

な
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
医
者
に
か

か
り
、
安
静
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年５月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火１２月１２日

●3歳児健康診査
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

１２月３日（日）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 谷田医院（外） �0867-66-3616

１２月１０日（日）
新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 日伝医院 �08477-2-2180
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 本山医院（内） �0867-52-1551

１２月１７日（日）
新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 宮島医院（内） �0867-44-2403

１２月２３日（土）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市 廣恵医院（内） �0866-52-2403

１２月２４日（日）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133
真庭市 米田医院（内） �0867-44-2132

１２月２９日（金）
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

１２月３０日（土）
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 中山病院（内・外） �0867-42-0371
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400
真庭市 さとう医院（外） �0866-52-9898

１２月３１日（日）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 イケヤ医院（内） �0867-42-0122
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

１月１日（月）
新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121

１月２日（火）
新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221

１月３日（水）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝祭日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年５月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター金１２月１５日

●2歳6か月児歯科健康診査

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年５月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火１２月１９日

●1歳6か月児健康診査

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月１２月１１日

受付時間会　　場曜日月　日

１３：４５～１４：００新見市保健福祉センター月１２月１８日

●小児科医師出前サロン

対象者　乳幼児をもつ保護者、家族
内　容　講話、座談会、個別相談（希望者）
講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授
申し込み　１週間前までに健康づくり課までお申し込みく
ださい。（健康づくり課　��６１２９）

●離乳食教室 
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成17年１２月～平成１８年７月生１０：１５～１３：００
（受付９：４５～）

新見市保健福
祉センター

水
12月6日

平成1８年１月～平成１８年８月生1月10日

対象者　５～１２か月までの乳児をもつ保護者（祖父母の参加も可）
内　容　栄養士の話、調理実習、会食、座談会、身体測定
（希望者）、育児相談（希望者）
用意するもの　母子手帳、エプロン、三角巾、筆記用具、ベ
ビーカー、おんぶひも（可能な人）、参加費（２００円）
定　員　１５人（定員になり次第締め切り）
※参加を希望する人は、教室の１週間前までに健康づくり課（栄養士）
までお申し込みください。（健康づくり課　��６１２９）
※できるだけ兄弟・姉妹の同伴はご遠慮ください。やむを得ず同伴さ
れる場合は、申し込み時にお知らせください。

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年２月生１３：１５～１３：４５新見市保健福祉センター火12月5日

●乳児健康診査

※内科診察は、１４：００からになります。
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工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
が
、

１８

　

月　

日
現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

１２

３１

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く

国
の
指
定
統
計
調
査
で
、
本
年
は

製
造
業
を
営
む
従
業
者
４
人
以
上

の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
の
資
料
や
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
材
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持

参
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
な
時
期

で
は
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
保
護
さ
れ
、
目

的
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
見
法
律
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
法
律
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
困
っ
た
と
き
の
相
談

か
ら
、
示
談
交
渉
や
裁
判
の
依
頼

ま
で
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
弁

護
士
の
手
助
け
が
幅
広
く
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

　

毎
週
月
曜
日　
　

時
〜　

時

１３

１６

※
た
だ
し
、
祝
祭
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
除
き
ま
す
。

■
場
所

　

新
見
市
朋
友
館
（
高
尾
・
ほ
ほ

え
み
広
場
に
い
み
隣
）

■
相
談
料

　
　

分
以
内

４０

　

５
’２
５
０
円
（
消
費
税
込
）

■
電
話
予
約
時
間

　

平
日　

９
時
〜　

時
１７

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
４
３
４
３
）

国
際
貢
献
大
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル 

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

哲
多
町
本
郷
の
国
際
貢
献
大
学

校
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

水
曜
日
・
木
曜
日
は
産
婦
人
科
の

外
来
診
療
を
休
診
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
診
療
日
と
診
療
時
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
診
療
日
・
診
療
時
間

【
産
婦
人
科
】

○
月
・
火
・
金
曜
日

　

９
時　

分
〜　

時

３０

１２

○
土
曜
日

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１７

３０

【
内
科
・
外
科
・
放
射
線
科
・
リ

ハ
ビ
リ
科
】

○
月
・
火
・
水
曜
日

　
　

時　

分
〜　

時

１４

３０

１７

○
木
・
土
曜
日

　

９
時　

分
〜　

時

３０

１２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
貢
献
大
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

 
（
�
�
９
１
８
８
）

岡
山
空
港
か
ら
暖
か
い
沖
縄
へ

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
美
し

い
海
と
、
独
特
の
文
化
で
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
続
け
る
沖
縄
。

　

こ
こ
数
年
は
、
音
楽
、
伝
統
芸

能
、
工
芸
な
ど
、
沖
縄
な
ら
で
は

の
ユ
ニ
ー
ク
な
新
旧
の
娯
楽
が
充

実
す
る
島
と
し
て
も
注
目
を
集
め

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
旅
の
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
ま
す
。

　

岡
山
〜
沖
縄
便
は
毎
日
運
航
さ

れ
て
お
り
、
岡
山
空
港
を
朝
９
時

　

分（　

月
中
）に
出
発
し
ま
す
。 

３０

１２

　

岡
山
空
港
に
は
、
３
’
１
０
０
台

の
無
料
駐
車
場
が
あ
り
、
第
４
駐

車
場
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
は
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
山

駅
や
倉
敷
駅
な
ど
と
結
ぶ
空
港
連

絡
バ
ス
も
多
数
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

岡
山
空
港
か
ら
、
快
適
な
空
の

旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
航
空
企
画
推
進
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
２
８
２
）

お
し
ら
せ

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 431人（－１０人）
　　　男　17， 358人（＋２人）
　　　女　19， 073人（－１２人）
　出生…１４人　　転入…４８人
　死亡…２８人　　転出…４４人
　世帯数　12， 959世帯（＋１４世帯）
　（平成１８年１０月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税＜３期＞
■国民健康保険税＜６期＞
■介護保険料＜６期＞

■納付期限／ 1 2月 2 5 日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
は

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　

平
成　

年
６
月
に
、「
拉
致
問
題

１８

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
責
務
等
が
定
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
毎
年　

月　

日

１２

１０

か
ら
同
月　

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮

１６

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
緊
急
の
国
民
的
課
題

で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。（
法
務
省
、

警
察
庁
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署
警
備
課

　

（
�
�
０
１
１
０
）

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
・
岡
山

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
は
、

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象

に
、
エ
ク
セ
ル
検
定
３
級
程
度
の

技
術
や
、
就
業
に
関
す
る
知
識
な

ど
を
習
得
す
る
講
座
を
実
施
し
ま

す
。

　

再
就
職
に
挑
戦
す
る
あ
な
た
を

応
援
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜
３
月

１９

２４

２
日
� 　

時
〜　

時

１０

１６

（
毎
週
火
〜
金
曜
日
の　

日
間
）

２３

■
会
場

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

【
ス
キ
ル
編
】

　

専
門
学
校
ビ
ー
マ
ッ
ク
ス
国
際

情
報
館
（
岡
山
市
島
田
本
町
１

�
１
�
２
０
）

■
内
容

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】

　

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
、
労
働

契
約
・
社
会
保
険
・
税
金
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
面
接
対
策
等

【
ス
キ
ル
編
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
エ
ク

セ
ル
検
定
３
級
程
度
と
ワ
ー
ド

の
基
礎
）

■
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
は
実
費
負
担

■
定
員　
　

人
２８

■
応
募
資
格

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等

で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
志
が
あ
る
女
性
で
、

講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で
き

る
状
態
に
あ
り
、
講
座
の
全
期

間
受
講
で
き
る
こ
と

■
申
込
受
付

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１２

１９

２２

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

３０

※
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
へ
本
人
が
来
所
の
う
え

申
し
込
む
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
中
山
下
１
�
８
�
４
５

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３
０
７
）

●ブックスタート
　１２月５日�　１３：３０～１５：００

　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）

　　対象：乳児（平成１８年２月出生児）と保護者

　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者に

伝えながら、絵本などが入ったブックスタートパッ

クをお渡しします。

●クリスマスこどもお楽しみ会
　１２月９日�　１４：００～１５：３０

　　読書ボランティア・新見公立短大ボランティア部に

よる絵本の読み聞かせ・紙芝居、手あそびなど

●こども映画会
　１２月９日�　１５：３０～１６：００　アニメ「金色のクジラ」

　１月１３日�　１４：００～１４：４０

　　アニメ「ロビンソンクルーソー～無人島の冒険」

●デジタル岡山大百科活用講座
　１２月１２日�　１３：００～１５：００

　　岡山県立図書館メディア工房主催「夢二の心～夢二

遊歩道」

　　講師：武久和正氏、石本 彰氏

●新春マジックショー
　１月６日�　１４：００～１４：４０

　　子どもから大人まで楽しめる不思議なマジック

　　演技者：福山奇術倶楽部　岩村高雄氏

■休館日　４日・１１日・１８日・２２日・２４日・２５日・２８日・

２９日・３０日・３１日

※１２月２７日まで、１８：００まで試行開館しています。ただ

し、日曜・祝日は１７時までです。また、１２月２８日～１月

４日までは年末年始のため休館します。この間、図書な

どの返却はできるだけお控えください。なお、新年は１

月５日から開館します。

●こども映画会
　１２月９日�　１４：００～　「チキン・リトル」

●おはなし会
　１２月１６日�　１４：００～　絵本の読み聞かせ、楽しい工作

●図書館音楽会
　１２月２３日�　１０：００～１７：００

■休館日　２９日・３０日・３１日

※１２月２９日～１月３日までは年末年始のため休館します。

■休館日　毎週月曜日

※１２月２８日～１月４日までは年末年始のため休館します。

■休館日　毎週木曜日

※１２月２８日～１月４日までは年末年始のため休館します。

 新見図書館 ��２８２６

 哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０
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「
岡
山
県
青
少
年
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
フ
ル
お
か

や
ま
１
１
０
）」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

岡
山
市
蕃
山
町
、
柳
川
交
差
点

近
く
の
岡
山
県
開
発
公
社
ビ
ル
内

に
「
岡
山
県
青
少
年
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
青
少
年
や
保

護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
青
少
年
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に

応
じ
る
総
合
相
談
窓
口
を
は
じ
め
、

教
育
相
談
、
進
路
相
談
、
子
ど
も

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
、
す
こ
や
か
育
児

テ
レ
ホ
ン
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
・

い
じ
め
１
１
０
番
の
６
つ
の
特
色

あ
る
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
毎
日
、

朝
８
時　

分
か
ら　

時
ま
で
電
話

３０

２３

や
電
子
メ
ー
ル
で
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
、
時
間
外
は
、
電
子
メ

ー
ル
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
り
、
弁

護
士
、
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
専
門
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
青
少
年
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
２
４
�
７
１
１
０
・

　

電
子
メ
ー
ル so

d
a
n
1
1
0
@

  
 
 
 
 
 
 
 

p
o
1
.o
n
in
e
t.n
e
.jp

　
 
 
 
  
 
  
 
   
 
   

）

ス
ト
ッ
プ
！
職
場
の 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
と

は
、
女
性
労
働
者
の
意
に
反
す
る

性
的
な
言
動
を
行
い
、
そ
の
就
業

環
境
を
阻
害
し
た
り
、
性
的
言
動

に
対
し
て
女
性
労
働
者
が
拒
絶
な

ど
を
し
た
場
合
に
不
利
益
を
課
す

こ
と
を
言
い
ま
す
。
平
成　

年
４

１９

月
か
ら
は
、
男
性
に
対
す
る
セ
ク

ハ
ラ
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
岡
山
労
働
局
雇
用

均
等
室
で
は
、
職
場
で
起
き
た
セ

ク
ハ
ラ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
に
つ
い
て

【
専
門
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
】

　

第
２
金
曜
日　

９
時
〜　

時
１６

※
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
職
員
に
よ
る
相
談
】

　

平
日 
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
岡
山
労
働
局
雇
用

　

均
等
室

　

（
�
０
８
６
�
２
２
４
�
７
６
３
９
）

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

１２月２９日（金）～
１月３日（水）

年年末末年年始始市役所の業務
　市役所の業務は、年末１２月２９日�から新年１月３日�まで休みとさせて

いただきます。この期間の業務については次のとおりです。

　なお、この期間中のお問い合わせは、市役所本庁の宿直・日直または、

各支局の日直までお願いします。

 ●燃えるごみの収集

　年末の収集は１２月２９日�まで、年始の収集は１

月４日�から、通常どおり地域ごとに決められた

曜日に行います。

　クリーンセンター（ごみ焼却場）への持ち込み

については、１２月３０日�の９時～１６時の間に、一

般からの受け入れを行います。

　なお、年末年始の収集は、ごみの量により収集

時間が遅くなることがありますので、ご協力をお

願いします。

 ●し尿の収集

【新見・神郷・哲多・哲西の各支局管内】

　年末は１２月２８日�まで収集業務を行います。た

だし、ごみ収集日程表の下欄にある申込期限まで

に申し込んだ場合に限ります。年始は１月４日�

から行います。新見環境�（��１１０２）へお申し

込みください。

【大佐支局管内】

　年末は１２月２８日�まで収集業務を行います。た

だし、１２月１８日�までに申し込んだ場合に限りま

す。年始は１月４日�から行います。大佐支局

（��２１１２）へお申し込みください。

 ●出生・死亡の届け出

　出生や死亡などの届け出は、市役所本庁の宿直・

日直および各支局の日直で受け付けます。

 ●自動交付機のサービス停止

　住民票の写し・印鑑証明書自動交付機は、１２月２９

日�～１月３日�の間利用できませんのでご注意

ください。

 ●市営斎場「明月苑」の利用

　市営斎場は、年内は１２月３１日�まで利用できま

すが、１月１日�～２日�は休みます。

 ●水道管の故障

　水道管の故障については、上水道課（��８９７１）

もしくは各支局の日直までご連絡ください。

■問い合わせ先

　本庁宿直・日直（��６１６１）

　大佐支局日直（��２１１１）

　神郷支局日直（��６１１１）

　哲多支局日直（��２１１１）

　哲西支局日直（��２１１１）
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●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）　１０：００～１５：００
●コミュニケーション上達講座
　まなび広場にいみ　１８：３０～

金1 2 / 1

●健康サロンいきいき講座　まなび広場にいみ　１４：００～土2
●蛇形祭　綱之郷神社（哲西町上神代）　１０：００～日3
●市議会定例会本会議（開会） 市本庁舎本会議場 １０：００～月4
●心配ごと相談　哲多総合センター、萬歳市民センター、新
砥市民センター　９：３０～１２：００火5
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水6
●特設人権相談　おおさ総合センター　１０：００～１５：００
●特設人権相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００木7
●特設人権相談　新郷市民センター　９：００～１２：００
●市議会定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場　１０：００～
●交通事故相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００

金8

土9
●新見市婦人連合協議会大会
　まなび広場にいみ　１０：００～１２：００
●きらめきクリスマスコンサート
　きらめき広場・哲西　１３：００～

日10
●市議会定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場　１０：００～月11
●市議会定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場　１０：００～火12
●特設人権相談　哲多総合センター　９：００～１２：００
●市議会定例会本会議（一般質問・予備日）
　市本庁舎本会議場　１０：００～

水13
●市議会文教常任委員会　市本庁舎議員控室　１０：００～木14
●市議会市民生活常任委員会
　市本庁舎議員控室　１０：００～金15

土16
日17
●市議会経済建設常任委員会
　市本庁舎議員控室　１０：００～月18
●市議会総務常任委員会　市本庁舎議員控室　１０：００～火19
●市議会ラストワンマイル事業調査特別委員会
　市本庁舎議員控室　１０：００～
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●合同相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●特設人権相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００

水20

木21
●市議会定例会本会議（閉会） 市本庁舎本会議場 １０：００～金22

土23
日24
月25
火26
水27
木28
金29
土30
日31
月1  /1
●新見市成人式　まなび広場にいみ　１４：００～火2
●第３０回新春ロードレース大会
　まなび広場にいみ　８：３０～（受付）水3

木4
●心配ごと相談　哲多総合センター、萬歳市民センター、新
砥市民センター　９：３０～１２：００金5

土6
日7

新見市西方３６１番地

（��７８５１）

行 事 予 定 月 121 2・・ 11

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館

　

富
岡
鉄
斎
は
幕
末
・
明
治
・
大
正
の
三
代
を
生
き
た
我
が
国
最
後
の
文
人
画
家
で
、
終

生
学
者
と
し
て
の
立
場
を
貫
き
、
独
自
の
画
風
を
展
開
、　

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
数
多

８９

く
の
作
品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
鉄
斎
が
米
寿
の
祝
い
返
し
に
制
作
し
た
精
巧
な
木
版
画
『
貽
咲
墨
戯
画
帖
』

全　

面
と
、
扇
面
画
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
鉄
斎
の
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

１３

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
新
見

市
を
は
じ
め
旧
阿
哲
郡
の
美
術
教
育

発
展
に
尽
力
し
た
、
郷
土
を
代
表
す

る
洋
画
家
・
山
室
恒
民
（
明
治　

年
３６

〜
平
成
３
年
）
の
没
後　

年
を
記
念

１５

し
て
、
郷
土
哲
多
町
や
瀬
戸
内
海
、

山
陰
な
ど
を
描
い
た
、
風
景
画
約　
３０

点
を
紹
介
し
ま
す
。

富岡鉄斎《 繰  車  授  書  図 》
そう しゃ じゅ しょ ず

開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日 ※年末年始（１２/２７～１/４）は休館します。

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

縄文舞台芸術「大地とたましい」 衣装展
平成１９年２月２１日�まで開催     

　１０月に倉敷チボリ公園で開催された縄文舞台芸術「大

地とたましい」で、タップダンスの第一人者である粟村

勝（あわむら まさる）氏らが着用した衣装を展示します。

　この舞台衣装は、鮮や

かな炎や森羅万象を表現

したもの、胎児をイメー

ジした勾玉や、魔よけの

意味を込めた鋭いトゲな

どの縄文模様を中心に、

染め布を切り抜いて手縫

いで仕上げた作品です。

　また、舞台写真、ビデ

オも展示放映します。

●観覧料　一　般…４００円（３５０円）　中高生…２５０円（２００円）
　　　　　小学生…１５０円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提

示で入館無料になります。

鬼シリーズ「縄文の鬼」展

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日 ※年末年始（１２/２７～１/４）は休館します。
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《縄文舞台芸術「大地とたましい」in倉
敷チボリ公園で、舞台衣装を着用し
て演技する出演者》

平成１９年１月３１日（水）まで開催中
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を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。
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今今月月、、満１歳になる子どもたちです満１歳になる子どもたちです。。

これからも元気で大きくなっこれからも元気で大きくなってねてね！！
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
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平成１８年１２月１日　No.２１

●新見市優良丸太共進会
　１１月１３日、下熊谷の岡山県森林組合連合
会新見支所で「平成１８年度新見市優良丸太
共進会」が開催されました。市内の林業家
が出品したヒノキとスギ計８９点は、事前に
年輪幅、色艶、保育状態などの審査が行わ
れており、この日のせり売りの落札値も、
採点基準になりました。最高位の県知事賞
には、哲多町蚊家の川上忠之（かわかみた
だし）さんが出品した３ｍのヒノキが選ば
れました。

●年末がやってきました。毎年大晦日の夜

に、母親が作ってくれるけんちんそばを食

べると、今年ももう終わるなあと実感しま

す。そもそも年越しそばは縁起をかついで

食べるもので、全国的な風習です。その由

来にはいろいろあり、細く長く元気に暮ら

せることを願うというのが一般的で、１年

間の苦労を切り捨て翌年に持ち越さない

意味で、切れやすいそばを食べるという説

などもあります。年越しそばを毎年食べら

れることは幸せなことだと思います。

こちら
編集室

 畑  中   優 一   ちゃん

はた なか ゆう り

（哲多町本郷／12・１生）

 平  田   敦 也   ちゃん

ひら た あつ や

（上市／12・１生）

 大  月   真 旺   ちゃん

おお つき ま お

（西方／12・１生）

 乗  本  遼真    ちゃん

のり もと りょうま

（高尾／12・15生）

 岡  本   成 貴   ちゃん

おか もと なる き

（足見／12・17生）

 土  屋   心 泉   ちゃん

つち や ここ み

（大佐永富／12・３生）

 冨  谷   江 利   ちゃん

とみ や え り

（上熊谷／12・６生）

 岡  崎   有 平   ちゃん

おか ざき ゆう へい

（新見／12・７生）

 太  田   万 葉   ちゃん

おお た かず は

（新見／12・31生）

 杉  井   奏 太   ちゃん

すぎ い そう た

（大佐永富／12・17生）

 内  田   里 奈   ちゃん

うち だ り な

（大佐田治部／12・18生）

 難  波   蓮 夢   ちゃん

なん ば れ ん

（大佐小阪部／12・18生）


